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写
真
の
実
践
的
な
価
値
を
担
う
概
念
と
し
て
、
写
真
家
の
中
平
卓
馬
が「
事
物
」
あ
る
い
は「
物
」

の
一
語
を
発
し
た
の
は
、
彼
が
本
格
的
な
批
評
を
書
き
始
め
た
時
点
ま
で
遡
れ
る
。
岡
田
隆
彦
、
高

梨
豊
、
多
木
浩
二
と
写
真
同
人
誌『
プ
ロ
ヴ
ォ
ー
ク
』を
創
刊
す
る
前
年
の
一
九
六
七
年
、
中
平
は
す

で
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ
イ
ン
論
の
中
で
、
ク
ラ
イ
ン
の
写
真
集『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
』に
お
け
る
事
物
の

断
片
性
、
無
意
味
性
の
意
義
を
、
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
セ
シ
ュ
エ
ー
の
録
し
た「
一
分
裂
病
少
女
の
妄
想
体

験
」と
結
び
つ
け
て
い
る﹇
註
1
﹈。

　

意
味
の
欠
落
し
た「
物
自
体
」の
出
現
に
つ
い
て
中
平
は
、
後
に
幾
度
か
の
変
奏
を
文
に
残
し
た
。

そ
れ
ば
か
り
か
実
際
に
、
通
常
の
事
物
の
知
覚
が
崩
壊
す
る
病
に
苛
ま
れ
も
し
た
。
中
平
は
評
論
集

『
な
ぜ
、植
物
図
鑑
か
』（
一
九
七
三
年
）に
お
い
て
、「
写
真
を
撮
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
は
事も

物の

の
思
考
、

事も

物の

の
視
線
を
組
織
化
す
る
こ
と
で
あ
る
」﹇
註
2
﹈と
断
じ
た
が
、
そ
こ
に
は
主
体
の
崩
壊
が
不
可
避

に
随
伴
す
る
。
そ
の
点
で
中
平
の「
思
考
・
視
線
」は
、
同
じ
く
事
物
へ
の
眼
差
し
を
特
権
化
す
る
写

真
家=

批
評
家
の
大
辻
清
司
が
、
物
を
写
真
に
撮
る
際
に
、
日
常
の
わ
ず
か
な
揺
ら
ぎ
や
異
化
を
平

静
に
捉
え
よ
う
と
す
る
仕
方
と
は
、
相
当
な
懸
隔
が
あ
っ
た
。

　

中
平
の
自
作
に
お
い
て
、
事
物
と
自
己
と
の
双
方
向
的
な
視
線
の
拮
抗
と
い
う
理
念
が
定
ま
る
に

は
、
前
段
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
中
平
は
、「
風
景
」へ
の
叛
逆
は
可
能
か
と
い
う
設
問
に
喘
い
で
い

た
。
風
景
は
国
家
や
社
会
体
制
の
譬
喩
と
し
て
あ
り
、
そ
の
滑
ら
か
に
連
続
す
る
地
平
は
せ
め
て
わ

ず
か
で
も
亀
裂
や
ヒ
ビ
を
与
え
る
べ
き
対
象
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
風
景
は
い
か
な
る
反
意
を
も
た
や
す

く
吸
収
し
て
し
ま
う
柔
構
造
を
備
え
た
、
強
靱
な
制
度
的
装
置
で
あ
っ
た
。
プ
ロ
ヴ
ォ
ー
ク
休
刊
後
の

中
平
は
、
い
っ
た
ん
定
着
し
た
風
景
の
詩
的
な
描
法
を
自
己
否
定
す
る
こ
と
で
、「
事
物
」を
見
出
し

た
の
で
あ
る
。
し
か
し「
事
物
」と
は
一
人
中
平
に
と
っ
て
の
み
な
ら
ず
、一
九
七
〇
年
代
初
め
か
ら
半

あ
る
エ
ポ
ケ
ー
に
つ
い
て

倉
石
信
乃

「
事
物

│
1
9
7
0
年
代
の
日
本
の
写
真
と
美
術
を
考
え
る
キ
ー
ワ
ー
ド
」

会
期
：
二
〇
一
五
年
五
月
二
十
六
日
│
九
月
十
三
日
　
会
場
：
美
術
館 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
4﹇
二
階
﹈

ば
に
か
け
て
の
日
本
写
真
史
・
美
術
史
に
と
っ
て
、
ち
ょ
う
ど「
風
景
」と
交
替
し
て
顕
在
化
し
た
キ
ー

ワ
ー
ド
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

　

本
展
は
こ
の「
交
替
劇
」に
お
い
て
、
あ
え
て
事
物
の
氾
濫
と
い
う「
風
景
以
後
」に
焦
点
を
絞
る
こ

と
で
、
展
観
の
散
漫
さ
を
回
避
し
て
緊
密
な
構
成
を
獲
得
し
た
。
通
例
、
一
九
六
〇
年
代
末
に
始
ま

る
日
本
の
先
鋭
的
な
写
真
の
動
向
を
、「
プ
ロ
ヴ
ォ
ー
ク
」と「
コ
ン
ポ
ラ
」と
い
う
二
項
対
立
の
下
に

見
よ
う
と
す
る
言
説
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
中
平
や
多
木
は
、日
常
へ
の
沈
潜
を
体
現
す
る
か

に
見
え
る「
コ
ン
ポ
ラ
」写
真
に
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。
プ
ロ
ヴ
ォ
ー
ク
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
中
平

と「
コ
ン
ポ
ラ
写
真
」の
擁
護
者
で
あ
る
大
辻
、
こ
の
二
人
の
言
説
上
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
差
異
は
す

で
に
少
し
見
た
よ
う
に
歴
然
と
し
て
い
る
。
し
か
し
本
展
で
は
む
し
ろ
、「
事
物
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

の
下
、
両
者
の
写
真
論
的
な
共
通
性
を
焙
り
出
す
中
か
ら
、
一
九
七
〇
年
代
写
真
史
・
美
術
史
を
改

訂
し
よ
う
と
す
る
。

　

本
展
の
冒
頭
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
事
績
は
ま
ず
、一
九
七
〇
年
に
東
京
都
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
第

十
回
日
本
国
際
美
術
展「
人
間
と
物
質
」で
あ
る
。
図
録
の
表
紙
写
真
を
中
平
が
撮
影
、
大
辻
は
展
示

風
景
を
記
録
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
挿
話
の
披
瀝
に
過
ぎ
な
い
。
だ
が
、「
事
物
」と
い
う
主
題
に
は
写

真
分
野
に
止
ま
ら
ず
に
視
覚
芸
術
を
貫
く
通
有
性
が
あ
る
こ
と
を
冒
頭
で
告
知
し
、
本
展
の
終
章
で
扱

わ
れ
る
高
松
次
郎
、
李
禹
煥
、
榎
倉
康
二
の
美
術
作
品
を
巧
み
に
予
示
し
た
。
こ
こ
で
は
、一
九
七
一
年

パ
リ
青
年
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
へ
の
中
平
の
出
品
作《
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
》も
展
示
さ
れ
た
。
中
平
は
、
現

地
パ
リ
で
眼
に
う
つ
る
事
物
を
手
当
た
り
次
第
に
撮
影
・
現
像
・
展
示
し
て
、
物
と
情
報
の
大
が
か
り

な
流
通
を
擬
態
と
し
て
生
き
よ
う
と
し
た
。「
事
物
」展
に
選
ば
れ
た《
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
》の
イ
メ
ー

ジ
に
は
、
も
の
派
の
主
導
者
と
目
さ
れ
る
李
禹
煥
が
韓
国
代
表
と
し
て
同
じ
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
出
品
し

た
作
品
、
す
な
わ
ち
鉄
板
と
ガ
ラ
ス
板
を
重
ね
た
上
に
石
を
置
い
て
ガ
ラ
ス
に
亀
裂
が
入
っ
た
彫
刻
の

記
録
写
真
も
含
ま
れ
た
。
当
時
、
李
と
中
平
は
と
も
に
、「
物
自
体
」の
措
定
に
主
体
の
解
体
と
イ
メ
ー

ジ
批
判
を
込
め
て
お
り
、
李
の
評
論
集『
出
会
い
を
求
め
て
』（
一
九
七
一
年
）は
、
中
平
の『
な
ぜ
、
植
物

図
鑑
か
』（
一
九
七
三
年
）に
先
行
し
て
同
じ
課
題
を
扱
っ
た
。
李
が
述
懐
す
る
よ
う
に
二
人
は
、
対
象

化
し
え
な
い
物
が「
産
業
社
会
の
ア
ン
チ
と
し
て
出
て
く
る
」と
い
う
批
判
精
神
を
共
有
し
た﹇
註
3
﹈。

　

本
展
が
強
調
す
る
も
の
は
、
写
真
の
原
点
回
帰
と
い
う
べ
き
当
時
の
現
象
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年

代
の
伊
奈
信
夫
を
反
復
す
る「
写
真
に
帰
れ
」
と
い
う
標
語
は
、
あ
り
う
べ
き
写
真
の
理
念
を
実
現

す
る
た
め
の
方
途
と
し
て
、
大
型
カ
メ
ラ
の
復
活
、
パ
ン
フ
ォ
ー
カ
ス
の
称
揚
、
芸
術
的
技
巧
へ
の
否

定
を
要
約
的
に
言
い
表
す
も
の
で
あ
っ
た﹇
註
4
﹈。
静
物
写
真
の
巨
匠
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
の

如
き
、
事
物
を「
別
物
」
に
昇
華
す
る
芸
術
を
、
中
平
と
大
辻
が
し
ば
し
ば
批
判
的
に
見
積
っ
た
の
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も
、
こ
の
現
象
と
関
わ
り
が
あ
る﹇
註
5
﹈。
彼
ら
に
と
っ
て「
事
物
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
十
全
な
先
達

に
し
て
体
現
者
は
、
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ア
ジ
ェ
や
ウ
ォ
ー
カ
ー
・
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
で
あ
り
、
実
際
二
人
は
七
〇

年
代
前
半
期
の
日
本
に
お
い
て
頻
り
に「
再
評
価
」さ
れ
た
が
、
そ
の
批
評
的
真
意
に
は
脱=

近
代
へ

の
動
機
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
当
時
彼
ら
の
写
真
が
支
持
さ
れ
た
の
は
、
彼
ら
の
固
有
名
を
冠
し
た「
個

人
の
芸
術
」に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
こ
に
非
芸
術
的
で
ア
ノ
ニ
マ
ス
な
成
分
が
多
く
含
ま
れ

て
お
り
、
自
己
意
識
と
作
為
を
捨
て
た
写
真
自
体
の
裸
形
と
無
垢
が
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
と
見
な

さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
中
平
は
こ
う
書
い
て
い
る
。

　

あ
く
ま
で
も
眼
の
前
に
あ
る
も
の
、
特
殊
で
、
断
片
的
で
、
具
体
的
な
こ
の
も
の

4

4

に
か
か
わ
り
、

そ
し
て
そ
の
向
こ
う
側
に
脱
け
出
よ
う
と
す
る
視
線
が
彼
ら（
ア
ジ
ェ
と
エ
ヴ
ァ
ン
ズ

│
引
用
者

注
）に
は
備
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し「
目
前
に
あ
る
も
の
」を
見
る
た
め
に
は
、
ま
ず
そ
れ
を
前
に

し
て
自
分
を
空
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。﹇
註
6
﹈

　

一
方
大
辻
は
、
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ア
ジ
ェ
に
よ
る
ロ
マ
の
一
族
の
集
合
写
真
に
つ
い
て
、一
切
の
描
写
を

省
い
て
た
だ
た
だ
絶
賛
す
る
奇
矯
な
文
を
残
し
て
い
る
。

　

た
だ
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
を
見
た
あ
と
で
は
、
小
細
工
の
き
い
た
技
巧
的
な
写
真
が
、

ど
ん
な
に
薄
ぺ
ら
に
見
え
る
か
。
観
念
を
転
写
し
た
よ
う
な
写
真
が
、
ど
ん
な
に
重
さ
を
失
っ

て
し
ま
う
か
。
素
朴
で
純
な
心
が
、
ど
れ
ほ
ど
深
い
世
界
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
を

見
て
い
た
だ
き
た
い
。﹇
註
7
﹈

　

要
す
る
に
、
こ
の
転
形
期
に
中
平
と
大
辻
が
立
場
の
違
い
を
超
え
て
別
ル
ー
ト
か
ら
到
り
着
い
た

「
エ
ポ
ケ
ー
」は
、
写
真
原
理
に
根
ざ
し
た
境
地
で
あ
る
と
同
時
に
、
苛
烈
な
モ
ダ
ニ
ズ
ム
批
判
と
し
て

の
還
元
主
義
的
態
度
を
意
味
し
た
。

　

人
為
の
痕
跡
ゆ
え
に
写
真
の
芸
術
性
が
貶
め
ら
れ
、
そ
の
非
芸
術
的
原
点
が
見
定
め
ら
れ
た
時
代

に
、
鋭
敏
な
対
応
を
見
せ
た
写
真
家
の
一
人
が
、
高
梨
豊
で
あ
っ
た
。『
プ
ロ
ヴ
ォ
ー
ク
』同
人
で
あ
り
、

か
つ
大
辻
に
師
事
し
た
高
梨
は
、
中
平
と
大
辻
の
言
説
的
な
中
間
域
に
自
ら
を
定
位
し
た
。
小
型
カ

メ
ラ
を
駆
使
し
た
疾
走
感
に
満
ち
た
前
作『
都
市
へ
』と
は
対
照
的
に
、
暗
室
の
魔
法
が
効
か
な
い
カ

ラ
ー
・
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
と
、
街
路
の
流
動
に
同
期
し
え
な
い
大
型
カ
メ
ラ
を
用
い
た
高
梨
豊
の
写
真
集

『
町
』（
一
九
七
五
年
、
図
1
）に
写
さ
れ
た
東
京
は
、
ア
ジ
ェ
の
パ
リ（
図
2
）と
比
定
し
う
る
資
格
を
得

た
。
ア
ジ
ェ
的
な
風
景
と
そ
の
細
部=

事
物
の
目

覚
ま
し
い
表
面
化
は
ま
た
、
篠
山
紀
信
の
七
〇
年

代
の
代
表
作『
家
』
や『
晴
れ
た
日
』
に
も
認
め
ら

れ
る
。
一
方
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
デ
ィ
ー
プ
・

サ
ウ
ス
で
貧
農
の
生
活
を
記
録
し
た
エ
ヴ
ァ
ン
ズ

と
の
類
同
性
を
持
つ
七
〇
年
代
日
本
の
写
真
家

は
、
さ
し
ず
め『
村
へ
』を
撮
っ
た
北
井
一
夫
で
あ

る
。
本
展
は
、
か
か
る
必
然
的
な
比
定
を
説
得
的

に
導
出
し
た
。
ア
ジ
ェ
、
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
の
強
力
な
読

解
に
よ
る
移
入
と「
血
肉
化
」は
、
実
に
日
本
写
真

の
特
異
性
の
一
端
を
物
語
る
と
言
え
よ
う
。

（
写
真
史
、
明
治
大
学
教
授
）

註1  

中
平
卓
馬「
不
動
の
視
点
の
崩
壊

│
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ク
ラ
イ
ン『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
』か
ら
の
発
想
」（
一
九
六
七
年
）

『
見
続
け
る
涯
に
火
が
…
批
評
集
成1965

-1977

』オ
シ

リ
ス
、
二
〇
〇
七
年
、
二
一
頁
。
セ
シ
ュ
エ
ー『
分
裂
病
の

少
女
の
手
記
』村
上
仁
・
平
野
恵
訳
、
み
す
ず
書
房
、一
九

五
五
年
、
三
八
頁
。

2  

中
平
卓
馬『
な
ぜ
、
植
物
図
鑑
か
』晶
文
社
、
一
九
七

三
年
、一
八
頁
。

3  

李
禹
煥﹇
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
﹈「
中
平
卓
馬
は
、
産
業
社
会

の
ア
ン
チ
と
し
て
モ
ノ
を
見
出
し
た
。」（
き
き
て=

中
川
道
夫
）『
美
術
手
帖
』二
〇
〇
三
年
四
月
号
、一
三
四
頁
。

4  

渡
辺
勉
・
桑
原
甲
子
雄
・
中
平
卓
馬﹇
座
談
会
﹈「
写
真
に
か
え
れ  

事
物
に
か
え
れ
」『
ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ　

現
代
の
写

真
’76
』一
九
七
六
年
四
月
増
刊
号
、
六
│
一
二
頁
。

5  

同
座
談
会
お
よ
び
大
辻
清
司「
大
辻
清
司
実
験
室
3
」『
ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ
』一
九
七
五
年
三
月
号
、一
八
〇
│
一
八
一

頁
。

6  

中
平
卓
馬
・
篠
山
紀
信『
決
闘
写
真
論
』朝
日
新
聞
社
、一
九
七
七
年
、二
九
九
頁
。

7  

大
辻
清
司「
一
枚
の
写
真
」『
カ
メ
ラ
毎
日
』一
九
六
七
年
一
月
号
、一
五
五
頁
。

図1  高梨豊《「町」より  本郷  文京区本郷四ノ三五ノ四  
うさぎや》1975年  東京国立近代美術館蔵

図2  ウジェーヌ・アジェ《「20 Photographs by Eugène Atget」より  
中庭、ヴァランス通り》1922年  東京国立近代美術館蔵


